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§5。所得効果と代替効果
　合理的消費者の所得と価格の変化に対する反応に関する問題へ進もう。ま
ず，所得の変化であるが，第10図および第11図に示すように，X財Y財の価
格は不変のとき，所得が増えて予算を増やしていくとき，価格線はA　Bから
ABノさらにAZIBノの方向に移動していく。つまり，均衡点は破線丁上を移動
していく。
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このような丁線を所得・消費曲線もしくは支出拡張線と呼んでいる。第10図
の場合の所得拡張線は，その勾配は正であるが，第ll図のそれは負である。
Tの勾配が正であれば，所得の上昇に伴って，X財Y財ともにより多く購入
される・Tの勾配が負であれば，第11図にみるように，所得の上昇とともに
X財の購入は減少している。所得の上昇にともなって，その購入量が増える
財を普通財または優等財といい，減っていく財を劣等財または下級財という。
所得の上昇とともに2財ともが減少することは，無差別曲線が不変で予算を
すべて支出するかぎり，ありえない。2つの財（3つ以上の場合には，すべ
ての財）がともに劣等財とはなりえないことは，図からも明らかである。
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　次に，価格の変化について考えてみよう。いま，X財の価格だけが下落し
ていくたびに，第12図および第13図に示すように，価格線はA　BからA　B’
さらにAB”のように変わっていく。これに伴って，新しい消費者均衡点は破
線M上を移動していく。このMを，価格・消費曲線孝呼んでいる。個人の嗜
好体系を表わす無差別曲線が変わらないかぎり，価格の下落は，その財の購
入量を増やしていく。これが，普通の慣行である。しかし，X財の価格が下
落するにつれて，X財がより少く購入されるような無差別曲線を描くこと
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は可能である。第13図がそれである。普通の場合，財の価格が下落すると，
その財の購入量が増やされるが，第13図の状況下では，価格が下落したにも
かかわらず，その購入量が減少している。つまり，この場合需要曲線は右上
りという奇妙な現象を呈する。これは，19世紀の経済学者ロバート・ギッフ
ェン卿の名にちなんで「ギッフェンの逆説」といわれている。彼は，アイル
ランドの貧しい世帯が，馬鈴薯の価格が騰貴したにもかかわらず，馬鈴薯の
購入を増加させている，という事実を発見した。それはなぜか。馬鈴薯の価
格騰貴によって彼等の実質所得が低下して，彼等は高価な肉をいままでどお
り購入することができなくなる。そして，ますます，価格騰貴した主食の馬
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鈴薯の購入を増加させざるを得なくなった。このギッフェンの事例は，右上
りの需要曲線がいかに例外的な異常な事象であるかを示すがゆえに，注目に
値しよう。しかし，現実にはこういう事象は，きわめてまれな例外的事象で
ある。
　この価格の変化による消費者の反応について，もう少し掘り下げて分析し
ていくと，興味深い事実が浮かび上がってくる。
　いま，第14図の消費者均衡の状態のとき，もしX財の価格だけが何らかの
理由によって下落する場合，X財，Y財の均衡購入量はどのように変わるだ
ろうか。ここでは，価格が下落する場合だけを記述していくが，上昇する場
も全く同様の論理をたどっていく。どちらから分析していっても同じ結論に
達する。この場合，既に述べたように，価格線がAB’のように右側に移り，
新しい消費者均衡点はeからe・のところへ移る。このように，価格の変化（
上昇・下落）から起る均衡点の移動を価格効果という。この移動はeからs
への移動とsからe・への移動の2つの部分に分けることができる。前者を所
得効果，後者を代替効果という。一般にある財の価格の下落は，2つの効果
を合成したものを生み出す。つまり，価格効果は，所得効果と代替効果とい
う2つの効果に分割できる。まず，所得効果であるが，第14図に示す如く，
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消費者の予算が変わらないのにあたかも実質的に価格線がκB”の位置に移行
したような働きを発揮する。このとき，選択される無差別曲線は1からIIに
移り，消費者の満足度を大きくする。消費者は，より高位の無差別曲線上で
以前よりも豊かな組み合せを選択することを可能にさせる。次に代替効果で
あるが，X財の価格下落によって，X財，Y財が新たにどういう組み合せに
なるかは無差別曲線の形状によって左右される。合理的な消費者は，sの組
み合せからeノの組み合せに変更させる。消費は以前よりも安くなったX財の
購入量を増やし，相対的に高くなるY財の購入量を減らそうとするからであ
る。組み合せを変更することによって，総効用を極大化させるのである。こ
の組み合せの変更が代替効果である。代替効果は常に負である。つまり，価
格の低下は，常に量の増加をもたらすのである。しかし，所得効果は，正負
両方に働きうる。正常の場合，第14図にも示すように，所得効果は代替効果
を強めて，価格の低下に基づく実質所得の増大は，X財の消費量の追加増を
もたらす号）しかし，劣等財の場合には，第15図に示す如く，所得効果は負と
なって，代替効果を上回ってしまうほどの効果を発揮する。これが，前に述
べたギッフェンの逆説のケースである。
§6．需要曲線導出の幾何学的表現
　需要曲線が右下りになるという命題は，無差別図表を使っても導出するこ
とができる。第16図に示すごとく，2財の場合価格の比と無差別曲線の接線
が一致するとき最適消費計画すなわち消費者均衡点eにある。そこで，初期
に与えられたX財の価格のもとで，X財をコσ，だけ購入（需要）する。このよ
うにして，連続的な需要曲線を位置づけるために，X財のあらゆる価格水準
11）所得効果と代替効果についての解釈には2とおりの方法がある。ヒックスとスルツ
　キーの場合である。本文の説明はすべてヒックスの方法によって説明を進めた。両者
　の間には，代替効果についてわずかな差違が見られる。この問題にっいては別の機会
　にふれることにしたい。
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に対応する需要量を求めなければならない。いま，最初の均衡点eから出発
して，たとえばX財の価格が下落するたびに消費者が適応させる均衡点をつ
ぎつぎに求めてみる。図のように，価格線は順次右側にゆるやかな傾きのも
のになっていくから，対応する新しい均衡点はeからeノ，4，……の状態の
ように移行していくことになろう。第16図はそれらの移行状態を表わしてい
る。最初の消費者均衡において与えられたX財の価格p．に対する需要量がコじ，
価格が〆に下がる場合の需要量が劣，・，さらに価格がp〃に下がる場合の需要量
力痂，〃という具合に，価格が下がるにつれてその財に対する需要量が増えてい
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く様子がよくわかる。以上のような手続きを終了すると，X財の価格と需要
量との関係を示す平面図が得られる。これが第16図下段の右下りの曲線であ
る。2財の場合の需要関数は，（12）式より
3c一ブ（P酒9，E） （13）
と表わせる。記号の上の横棒はバーとよみy財の価格p写と予算Eが一定であ
るという意昧である。y財についても同様である。（11）式の限界効用均等の
式からもわかるとおり，ρ。が下落すれば右は小さくならなければならない。
すなわち，X財の限界効用が減少しなければならない。このことは，X財の
需要量が増加することを意味している。反対に，価格糀が上昇すればX財の
需要が減少する。すなわち
0＜??
??
§7．市場需要曲線の導出
　§5のところで，消費者各個人の需要曲線の導出過程を明らかにした。消
費者は，所得と価格が与えられた状況のもとで，消費から得られる効用が極
大になるように財貨・サービスの消費需要を調整配分し，それらの最適な消
費計画を行なおうとする。個人の需要量はこのような消費者行動を通して，
それぞれの価格に対応して決まる。したがって，各個人のある財に対する需
要曲線が決ってくると，市場で価格が与えられると市場全体の需要量が決ま
ってくる。このように，市場で想定されるあらゆる価格に対する消費者全体
の需要量が決ってこよう。これが，市場需要曲線である。この需要曲線は常
に消費者個人の需要曲線を総和することによって，導き出せる。たとえば，
Aという消費者とBという消費者のある財に対する需要曲線がそれぞれ17図
の（a），（わ）のような形状であるとする。市場全体の需要曲線は各消費者の需要
量αと6を総和したもので表わせるから，あらゆる価格に対応する市場需要
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曲線は，結局（c）のように表わすことができる。同図において，ある財の価格
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がp、に与えられると，消費者ハの需要量αと消費者Bの需要量6の総和、十6
が市場全体の需要量となる。消費者が何人いても，この事情は同じであり総
和することによって，市場需要曲線が導かれる。このように，各価格に対す
る消費者の需要量を総和する手続きを繰り返していけばよい。一般的に，個
々の消費者（家計）の需要曲線の形状が右下りの滑らかな曲線で表わせるの
で，市場需要曲線の形状も滑らかな右下りの曲線で表わせる。
§8．種々の需要の弾力性
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　需要曲線の形状は，第18図のCC’およびDD’に示すようにその曲線の傾斜
の度合が急激なものと緩やかなものがあり，財の種類によって異なる。たと
えば，米のような必需品は，価格が多少高くなってもその需要量はたいして
変わらない。これに対して，高級なウィスキーのような奢修品（ゼイタク品）
になると，価格が少し高くなると，その需要量は急激に減少するであろう。
したがって，生活必需品の需要曲線の傾斜の度合は急であって，奢修品のそ
れは緩やかであるであろう。
　以上のような観点から，需要曲線の形状は財の種類によって異なり，価格
の変化に対する需要の反応度が異なる。この価格と需要との関係を明確に把
握する目的で考案されたものに，需要の価格弾力性と呼ばれる概念がある。
需要の価格弾力性とは，価格の変化率に対する需要量の変化率の比率のこと
である。
　一般に，生活必需品のように，価格の変化に対して需要量が価格の変化ほ
どには変わらない財の需要の価格弾力性は小さく，奢修品のように，価格の
変化に対して需要量が敏感に変化する財のそれは大きい。つまり，需要の価
格弾力性が大きいものほど需要曲線の傾斜の度合は急激であり，それが小さ
いものほどその傾斜の度合は緩やかである。いま，需要の価格弾力性をηで，
価格をρ，需要量をσ，価格，需要量の変化量をそれぞれ△p，△¢で表わす
と，
　　　丑の変化率一一△¢角一一△¢．－　　（1心
砺　¢の変化率　△P／P　△P　9
となる。この定義式の分母，分子ともに百分率を用いているので，ηは，測
定単位には無関係である。また，マイナスの符号をつけてあるのは，通常，
価格と需要は一般に劣等財を除いてすべてマイナスとなるので，需要の弾力
性の計測値をプラスにするためである。需要の弾力性には，2種類のものが
考えられる。それは，点弾力性と呼ばれているものと，弧弾力性と呼ばれて
いるものである。需要の価格弾力性に関する点弾力性は，（14〉式の△pが無
限小になったときのもので，この場合，点弾力性は
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　　　η一一4¢／¢＝一血．－　　（1田
　　　　　吻／p　　　伽　　　9
となる。だが，現実に弾力性を計測しようとする場合，価格と需要量にはあ
る変動幅がある。変動幅のある弾力性を計測するというのは，ある1つの需
要曲線上の2点間の弾力性を求めることになる。たとえば，第19図において，
需要曲線0．Dノ上に任意の相異なる2つの点Q且，Q，をとり，これに応ずる価格
を0ハおよびO　Cとし，需要量をO　Bお・よびO　Eとする。最初価格が0ハの
高さにあり，後にそれがO　Cの高さに減じたものとする。この価格下落A　C
に対応する需要量の増加分はBEである。そして，この場合の価格変化率は，
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ハC÷0ハであり，これに応ずる需要量の変化率は，BE÷OBである。し
たがって，この場合の需要の価格弾力性は，
　　　　　　　　　　ぷヱ
　　　　　η＿＿　　OB　　＿＿　BE　　．　OA
　　　　　　　　　　、4C　　　　　　、4C　　　OB
　　　　　　　　　　O君
となるき2〉このように，実際に弾力性の値を計測しようとするとき，弧弾力
性を使用することになろう・もし，ある種の自動車の価格が10％下落し，そ
　　　　　　　　　　　　　一123一
の需要量が20％増加するならば，弾力性は2である。もし，あるテレビの価
格が10％下落し，その需要量が10％増加するならば，弾力性は1である。通
常，需要の弾力性の度合を，次のように区別している。
（1）需要の変化率が価格の変化率より大きいとき，ηは1よりも大きく，
　需要は弾力的という。
（2）需要の変化率が価格の変化率よりも小さいとき，ηは1よりも小さく
　需要は非弾力的という。
（3）両変化率が等しいとき，ηは1に等しく，需要は不弾力的あるいは弾
　力性1という。
　なお，需要の変化率が0のとき，ηは0となり，この場合価格が不定であ
るといい，一方価格の変化率が0ととき，ηは無限大となり，この場合価格
が硬直的であるという。また，ηの逆数ユーは，時に価格の伸縮1生または屈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　η
伸性と呼ばれている。
　弾力性について，もう1つの注意点がある。それは，同一需要曲線の位置
12）　この場合，分母分子の基準のとり方によって，弾力性が異ってくる。もう1つの
　基準として，O　C，O　Eを用いると，需要の弾力性は
η
B　E
OE
∠4C
O　C
B　E
A　C
O　C
O　E
となる。このように，分母，分子の基準のより方によっで異ってくるので，弾力性の
計測としては，価格と需要量のそれぞれの中点をもって基準とするのが便利である。
これを用いると，次のようになる。
η
OB十〇E
　B　E
　　2
O　z4十〇C
　A　C
　　2
OB十〇E　BE
　　2
0ハ十〇C
　　2
　A　C
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によって，弾力性の値が異ってくるということである。このことは，単に需
要曲線の傾斜が急激であるか，緩やかであるかによってだけでは速断できな
いということである。
　需要の価格弾力性について，もっと注目すべき点がある。それは，単に弾
力的とか非弾力的というだけでなく，重大な現実的意味を含んでいる。弾力
性というこの概念は，ある財貨に対する総需要額（あるいは総支出といって
もよい）、あるいは企業の側からみると総収入あるいは総売上高と関連してい
るということである。総需要額あるいは総収入は，販売される財貨の数量と
その財の価格とを掛けたものである。もし，需要の価格弾力性が1であるな
らば，価格の変化率と需要量の変化率が等しく，したがって，価格が変化し
ても，この財貨の販売から得られる総収入は変化しないであろう。もし，需
要の価格弾力性が1よりも大きいならば，変化率の割合からみて，価格のわ
ずかな上昇が需要量の大幅な減少を引き起し，総収入は減少するであろう。
同様に，それが1よりも小さいならば，総収入は増大するであろう。
　この弾力性の問題は，財貨一般の場合だけでなく農業生産物にも大いに関
連をもっている。たとえば，農業生産物の弾力性は，一般的に非弾力的であ
る。このことは，農業生産物の生産数量のわずかな減少に対して，変化率と
いう割合からみると，その価格が高騰するという現象になって表われる。わ
れわれは日常生活において，ある農作物が何らかの理由によって不作になる
と，高い価格によって，・欲しいだけ購入できないという苦い体験をしばしば
経験している。不作の原因が，干ばつ，冷害，その他の気象条件によって起
ったものであれば，ある程度やむを得ないと観念するけれども，それがもし
人為的な政策に起ったとするならば，納得できないであろう。消費者は大き
な被害をうけよう。生産の割当てや減反政策は，農作物の弾力性を考慮する
と，明らかに農業所得を増加させる確実な1つの方法となっている。極端な
場合には，社会全体からみると農作物が不足しているにもかかわらず，収獲
の放棄や耕作の途中で掘り返しをして，わざと農作物を没にしてしまうこと
すらある。このように，弾力性は，現実の問題に密着している概念である。
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　最後に，需要の変化について注意を喚起しておく。たとえば，コーヒーに
対する需要が増加したという場合，それは与えられた需要曲線に沿って需要
量が増加することであるとも，また，需要曲線全体が移動することであると
も，どちらとも考えられるかもしれない。しかし，経済学上の約束では，需
要の増加という言葉は，第20図の示す如く，需要曲線全体が右の方に移動す
る場合を指すことになっている。これに対して，需要曲線に沿った動きは，
価
格 D　Dノ
需要曲線に沿った動き
需要曲線の移動
＼
　　　ノ　D／
　　　　　D
需要量
第20図
価格の変化に伴う需要量の増加というふうに述べられる。この2つの動きを，
明確に区別しておかなければならない。
　需要量の変化は，価格の変化に対応して生ずるのに対して，需要の増加は，
最初に一定であった条件が変化した場合に起る。消費者の嗜好が変化する場
合とか，所得が変化する場合とか，他の財の価格が変化する場合などである。
たとえば，コーヒー党が増えて，その需要が増加すると，需要曲線は右の方
に移動するであろうし，所得が増加してコーヒーに対する潜在的な需要が現
実の需要となってコーヒーに対する需要が増加することもあろう。また，コ
ーヒーと代替関係にある紅茶の価格が高くなると，コーヒーに対する需要も
増加することになろう。これまで，ある財の価格の変化に対して，その需要
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量の変化の比率を，需要の価格弾力性と呼んだのに対して，その財の価格が
変化しないのに，所得の変化から需要量が変化する割合を表現するものを，
需要の所得弾力性，また，その財の価格，所得，嗜好が変化しないのに，他
の財の価格が変化して起る需要の変化の比率を，需要の価格交差弾力性とそ
れぞれ呼んでいる。このように弾力性には種々のものがある。まず，需要の
所得弾力性は，所得の変化率に対する需要の変化率の比率として定義され，
一般に，所得が増えれば需要も増えるので，その弾力性の値は，正である。
いま，所得を1，需要量を¢，所得および需要量の変化率をそれぞれ△1，
△¢で示すと，需要の所得弾力性η1は，
　　　　需要の変化率　　　△q〆◎　　　△¢　　　1　　η1一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　 一　　　　　　　　・　一　　　　　　　　　（1⑤　　　　所得の変化率　　　△1ン7　　　△1　　　¢
で表わされる。通常，ある財についての需要の所得弾力性が1よりも大きい
ときには，その財は奢修品であることが多く，1よりも小さいときには，そ
の財は必需品であることが多い。消費者は，普通その所得を最初に生活に不
可欠な生活必需品にあてるあらである。この所得弾力性についても，価格弾
力性の場合と同様，点弾力性と弧弾力性の2つの定義の仕方がある。
　もう1つの需要の価格交差弾力性について述べておこう。これは，ある財
の価格が変化しないのに，他の財の価格が変化することによって起る需要の
変化である。たとえば，X，y財の2財の場合，X財の価格は不変であるが，
y財の価格が変化することによって引き起されるX財の需要の変化である。
もし，y財の価格が下落すればそれまでX財を需要していた人々の中で，X
財を需要することをやめてy財を需要する人が現われるであろう。しかも，
その2財の代替性が強いほどX財からy財へ需要を変更する人々が多くなる
であろう。需要の交差価格弾力性は，この関係を示す概念である。もし，y
財の価格下落が1％あるとき，X財の需要が2％減少するならば，交差価格
弾力性は2となる。したがって，需要の交差価格弾力性は，y財の価格の変
化率に対するX財の消費需要の変化率の比率として定義される。X財，y財
の価格をそれぞれp．，p，，X財の需要量を¢．，その増加分を△¢．とすると，
　　　　　　　　　　　　　　一127一
交差価格弾力性η．9は，
　　　X財の需要の変化率　　　△¢ダq置　　△q．　　ρ写
奪y財の価格の変化率＝軌／p》＝△ρμP一τ （1の
で求められる。そして，このη．gの符号は，X，y財の関係によって決ってく
る。2財が互いに代替的な関係にあるとき，その変化の動きは逆に動くので，
負に，また，互いに補完的な関係にあるとき，その変化の動きは，同方向に
動くので，正に，しかもその補完性が強いほと労．写の値は1に近くなるであろ
う。さらに，独立的な関係のときには，容易に理解できよう。このとき，η．穿
の値は0になろう。
　ここで，弾力性を点弾力性という形で，一般的に定義しておくと，次のよ
うになろう。いま，第∫財の需要量を箱，η個の価格をそれぞれp旦，p2・・
・・p．で，また所得を1で示すと，一般的な需要関数は，
一鈎一プ（P1，ρ2，…　，Pπ，1） ∫一1，2，　・・，η （1⑨
と書ける。（18式を，それぞれの独立変数で」C、を偏微分したものの比をとって
次の3つの式をつくる。
　　　∂3σ三／劣’　　　　　a▽3r♂　　　　　∂3e‘／3c，
ηあ一　　　　　　　　　　　　　　　　　η1ノー　　　　　　　　　　　　　　　　η弓1　一
　　　βP義／P、　’　　　　βP1／Pノ　’　　　　　∂1／1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただし，∫キ∫∫，ノー1，2，…，π）
上の式で，左側の式が第」財の需要の価格弾力性を，真中の式が第∫財の第
ノ財による交差弾力性を，右側の式が第’財の需要の所得弾力性をそれぞれ
表わしている。
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